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協会役員コラム

　新型コロナウイルスのワクチン接種計画が全国各地で進められています。当院では職員
や利用者だけでなく、地域の高齢者接種も実施する計画を日々悪戦苦闘しながら進めてい
ます。ワクチン接種が速やかに進めばウイルスの流行が抑えられる可能性は高いと思いま
すが、接種に時間がかかった場合は、ワクチン耐性変異株が増え新たに接種する必要が出
てくるものと思います。最近はその兆候が見え始めているのではないでしょうか。
　山梨県ではソーシャルディスタンスやグリーンゾーン認証などの地方特有の対策を使え

ば、県内の年間発症者数は約 1,000 人、死亡者数 19 人と十分に感染流行は抑えられています。政治的な問題
もありますが、全国一律平等にワクチン接種を進めるより、流行地域に公平に接種が行われるべきと思います。
大都市を中心にワクチン耐性をもった変異株が増加する前にワクチン接種を優先することが、早期の感染終息
につながるのではないでしょうか

『公平なワクチン接種とは』

● 老健事業『地域包括ケアシステム構築に向けた地域リハビリテーション体制整備マニュアル』完成

協会からのお知らせ

https://www.rehakyoh.jp/rouken2020.html

当会では、厚生労働省より採択を受け、令和 2 年度老人
保健健康増進等事業「地域リハビリテーション体制の活
動マニュアル等の作成事業」を実施し、「地域包括ケアシ
ステム構築に向けた地域リハビリテーション体制整備マ
ニュアル」をとりまとめました。
本事業の報告書およびマニュアルのデータにつきまして
は当会ホームページをご参照ください。

令和 2 年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康
増進等事業分）研究事業報告

製本版のマニュアルは会員の皆様等の元にお届けしてお
りますのでご確認ください。
本マニュアルをご一読いただき、地域包括ケアの推進に
何らかの手掛かりを得られ、地域リハビリテーションの
理念に沿った、これからの地域づくりへご活用いただけ
ましたら幸甚です。

https://www.rehakyoh.jp/rouken2020.html

https://www.rehakyoh.jp/wp/wp-content/uploads/2021/04/r02roukenmanual.pdf


厚生労働省からのお知らせ

● 新型コロナウイルス感染症関連情報
　 (1) 新型コロナウイルス感染症に係る介護サービス事業所の人員基準等の臨時的な取扱いについて
　　　https://www.rehakyoh.jp/wp/wp-content/uploads/2021/04/20210406mhlw2.pdf
　 (2) 飲食の場面及び職場におけるコロナ感染症対策のお知らせ
　　　https://www.rehakyoh.jp/wp/wp-content/uploads/2021/04/20210326mhlw1.pdf
　　   〈参考〉飲食の場・職場における新型コロナウイルス感染症防止対策宣言～取組の 5 つのポイント～
　　　https://www.rehakyoh.jp/wp/wp-content/uploads/2021/04/20210326mhlw1-2.pdf

● その他
　 (1) 地域医療介護総合確保基金（医療分）に係る令和３年度配分方針等について
　　　https://www.rehakyoh.jp/wp/wp-content/uploads/2021/04/202100416mhlw.pdf
　 (2) 介護事業所等における在籍型出向の活用及び改正高年齢者雇用安定法の周知について
　　　https://www.rehakyoh.jp/wp/wp-content/uploads/2021/04/20210406mhlw1.pdf
　 (3) 不妊治療を受けやすい職場環境整備の支援及び働く女性の母性健康管理に関する周知への御協力に
　　　ついて
　　　https://www.rehakyoh.jp/wp/wp-content/uploads/2021/04/20210406mhlw3.pdf
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● 令和３年度介護報酬改定 Q&A（最新版 Vol.８より）
【通所介護、通所リハビリテーション、地域密着型通所介護、（介護予防）認知症対応型通所介護】

　〈入浴介助加算 (Ⅱ)〉

詳細については厚生労働省ホームページ
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000188411_00034.html をご参照ください。

入浴介助加算 (Ⅱ) は、利用者が居宅において利用者自身で又は家族等の介助により入浴を行うことが
できるようになることを目的とするものであるが、この場合の「居宅」とはどのような場所が想定さ
れるのか。

（答）

利用者の自宅（高齢者住宅（居室内の浴室を使用する場合のほか、共同の浴室を使用する場合も含む。）
を含む。）のほか、利用者の親族の自宅が想定される。なお、自宅に浴室がない等、具体的な入浴場面
を想定していない利用者や、本人が希望する場所で入浴するには心身機能の大幅な改善が必要となる
利用者にあっては、以下①～⑤をすべて満たすことにより、当面の目標として通所介護等での入浴の
自立を図ることを目的として、同加算を算定することとしても差し支えない。


